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■会議内容 

1. 研究 1（Nomogram study） 

（1） 進捗状況について 

事務局より、主論文の一つである『Nomogram as a novel predictive tool for lymph 

node metastasis in T1 colorectal cancer treated with endoscopic resection: A nationwide, 

multicenter study』が Gastrointestinal Endoscopy 誌に accept されたことが報告され

た。以後、副次的研究の結果の公表を開始することがアナウンスされた。 

 

（2） 副次的研究について 

以下の 4 課題の副次的研究結果の概略が報告された。 

 pT1 癌の再発形式と危険因子から見た追加外科 

（国立がん研究センター中央病院 塚本俊輔先生） 

 内視鏡所見で得られる大きさ、肉眼型のリンパ節転移、再発の危険因子とし

ての意義－腫瘍部位別の解析－ 

（大腸肛門病センター高野病院 田中正文先生） 

 High-risk pT1 大腸癌への追加外科切除の省略は患者の予後を悪化させたか？ 

（愛知県がんセンター 大内晶先生） 

 有茎性 pT1 大腸癌に対する内視鏡切除適応拡大の可能性を探る検討  

（東京医療センター 春日健吾先生） 

⇒いずれも他の副次的研究と重複がなく、提示された内容で解析・報告を進め



ることが了承された。 

 

2. 研究 2（F1 study） 

（1） 進捗状況について 

事務局より新規病理因子（簇出、低分化胞巣、最低分化度）について、病理分科

会で作成した病理アトラスに基づく判定による 2 回目の interobserver study を完了し

たことが報告された。 

近日中に本邦 1000 例分のデジタルスライドデータの評価を開始することがアナウ

ンスされた。 

 

3. その他 

冨樫委員より、研究 1 における福島県立医科大学 会津医療センターの副次的研究

『AI を用いた pT1 大腸癌の無再発生存率の検討』について、クラスタリングを用いた

AI 機械学習での評価を加えることが報告され、異存なく了承された。 


